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は
研
究
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
標
的
に
頁
を
く
っ
て
い
く
と
、

三
二
頁
か
ら
「
生
々
乳
製
法
」
が
書
い
て
あ
る
。
生
々
乳
と
は
砒
素
を

含
ん
だ
不
純
な
昇
耒
の
よ
う
で
、
原
料
を
み
て
み
る
と
『
徽
瘡
秘
録
』

と
ほ
ヌ
同
様
で
あ
る
が
、
焼
き
上
げ
法
を
み
る
と
、
上
火
下
水
法
と
い

う
方
式
で
吉
雄
耕
牛
も
利
用
し
た
方
法
で
あ
る
。

こ
の
「
秘
伝
」
の
内
容
は
、
漢
方
的
処
方
、
軽
粉
を
含
む
処
方
、
薫

薬
方
、
外
用
薬
、
生
々
乳
乃
至
ソ
ッ
ヒ
ル
を
含
む
処
方
と
、
順
序
よ
く

書
か
れ
て
い
て
ひ
と
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
各
処
方
に
つ
い
て
、
島
鴻
子
漸
選
の
『
医
方
巻
石
秘
録
」
で
追

求
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
秘
伝
」
の
全
二
六
処

方
の
う
ち
十
三
処
方
を
「
秘
録
」
に
見
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
十
三
処

方
の
う
ち
、
十
二
処
方
が
内
服
薬
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
八
処
方
に
つ

い
て
出
所
が
判
明
し
た
。
（
例
え
ば
五
宝
丹
は
『
万
病
囲
春
」
、
解
毒
剤
、
如

神
丸
は
吉
益
流
、
反
鼻
散
は
饗
庭
太
仲
流
等
）

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
「
秘
録
」
に
あ
る
南
蛮
流
処
方
（
ハ
シ
リ
コ
ン

処
方
、
カ
ン
フ
ラ
処
方
等
）
は
「
秘
伝
」
に
な
く
、
「
秘
伝
」
に
あ
る
生
々

乳
乃
至
ソ
ッ
ヒ
ル
処
方
に
つ
い
て
は
「
秘
録
」
に
は
な
い
と
い
う
関
係

を
見
出
し
た
点
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
「
秘
伝
」
の
方
が
「
秘
録
」
よ

り
新
し
い
処
方
が
盛
ら
れ
て
お
り
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
来
日
直
前
頃
（
一
七

七
○
年
頃
）
の
長
崎
で
流
行
し
た
治
療
が
「
秘
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と

推
測
で
き
た
。

こ
の
処
方
集
の
最
後
に
、
ソ
ッ
ヒ
ル
処
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
書
体
か

ら
み
て
後
の
別
人
書
き
込
み
と
考
え
ら
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
流
製
法
に

も
と
づ
く
ソ
ッ
ヒ
ル
（
ソ
ッ
ビ
ル
マ
ー
ト
を
な
ま
っ
て
縮
め
た
呼
び
名
で
昇

岡
出
靖
雄

ひ
そ
む

日
本
で
断
種
法
を
推
進
し
て
い
た
人
た
ち
の
頂
点
に
い
た
永
井
潜

は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
一
月
一
四
日
に
広
島
県
賀
茂
郡
竹
原
町

の
、
代
代
酒
造
家
の
家
に
、
一
三
名
同
胞
の
二
番
目
・
第
二
男
と
し
て

う
ま
れ
た
。
第
一
高
等
学
校
を
へ
て
、
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
一

二
月
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
・
同
級
に
小
池
菫
、
佐
々

木
隆
興
、
遠
山
郁
三
が
い
た
。
医
師
免
許
は
と
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

翌
年
一
月
に
大
澤
謙
二
教
授
の
生
理
学
教
室
に
は
い
っ
て
助
手
。
三
月

に
は
横
浜
を
た
っ
て
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
国
ゲ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
マ
ク

ス
・
フ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル
ン
教
授
の
も
と
に
留
学
し
、
主
と
し
て
冬
眠
動
物

の
新
陳
代
謝
を
研
究
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
ま
な
ん
で
、
一

九
○
六
年
に
帰
国
し
て
、
九
月
二
九
日
に
生
理
学
教
室
の
助
教
授
と
な

る
（
第
二
講
座
担
当
）
。
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
一
月
二
五
日
に
は
大

澤
の
あ
と
を
う
け
て
教
授
と
な
っ
て
第
一
講
座
を
担
当
し
、
生
理
学
総

求
の
こ
と
）
が
あ
る
こ
と
で
、
長
崎
の
吉
雄
先
生
の
秘
伝
ら
し
く
な
っ
た

点
は
可
笑
し
い
。

な
お
、
薫
薬
法
と
い
う
薫
煙
吸
収
療
法
も
の
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
平
成
十
一
年
九
月
例
会
に
お
い
て
別
に
報
告
し
た
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。

（
平
成
十
二
年
一
月
例
会
）

永
井
潜
ｌ
断
種
法
上
の
人
び
と
（
そ
の
三
）
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論
お
よ
び
植
物
性
機
能
に
つ
き
講
義
し
た
。
生
理
学
に
物
理
化
学
の
実

験
技
術
・
理
論
を
導
入
し
た
の
が
そ
の
功
績
と
さ
れ
る
が
、
実
験
を
し

な
い
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
講
義
は
美
辞
麗
句
を
つ
ら
ね
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
遺
伝
学
、
民
族
衛
生
学
に
も
力
を
い
れ
、
ア
イ
ヌ
調
査

を
組
織
し
て
も
い
る
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
一
二
月
二
七
日
に
は

長
與
又
郎
の
あ
と
を
う
け
て
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
長
と
な
り
、
一
九

三
七
年
三
月
三
一
日
の
定
年
退
官
に
い
た
る
。
こ
の
間
に
一
九
三
○
年

二
月
三
○
日
に
日
本
民
族
衛
生
学
会
を
発
足
さ
せ
て
、
死
去
ま
で
そ

の
理
事
長
だ
っ
た
。

東
京
帝
国
大
学
退
官
の
年
に
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
長
と
な
っ
て
、

医
学
部
を
設
立
。
翌
年
に
は
北
京
大
学
北
京
医
学
院
長
と
な
っ
て
中
国

人
医
師
の
養
成
に
尽
力
し
た
。
敗
戦
後
引
き
揚
げ
。
″
一
九
五
二
年
（
昭
和

二
七
年
）
に
は
日
本
性
学
会
を
設
立
し
て
、
死
去
ま
で
そ
の
会
長
だ
っ

た
。
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
五
月
一
七
日
に
脳
軟
化
症
で
死
去
、

八
○
歳
。

永
井
は
ひ
ろ
い
社
会
的
関
心
も
も
っ
て
い
た
よ
う
で
、
暉
峻
義
等
を

労
働
科
学
に
む
か
わ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
も
か
れ
で
あ
っ

た
。
「
現
代
日
本
朝
日
人
物
事
典
』
が
永
井
の
項
を
か
く
こ
と
は
、
こ
の

事
典
の
人
物
選
定
の
妥
当
性
に
疑
い
を
い
だ
か
せ
る
。

永
井
は
文
筆
家
を
も
っ
て
き
こ
え
、
そ
の
お
も
な
著
書
だ
け
で
も
三

○
冊
を
こ
え
る
と
い
う
。
『
医
学
ト
哲
学
」
（
一
九
○
八
年
、
の
ち
『
医
学

と
哲
学
」
）
、
『
生
命
論
』
（
一
九
一
三
年
）
、
「
生
物
学
と
哲
学
と
の
境
」
（
一

九
一
六
年
）
、
「
人
生
論
」
二
九
一
六
年
）
、
『
反
逆
の
息
子
」
（
一
九
二
五
年
）
、

『
科
学
的
生
命
観
』
（
一
九
三
四
年
）
、
『
優
生
学
概
論
（
上
こ
（
一
九
三
六

年
）
、
『
民
族
の
運
命
」
（
一
九
四
八
年
）
、
『
哲
学
よ
り
観
た
る
医
学
発
達

史
」
（
一
九
四
八
年
）
、
キ
ン
ゼ
イ
報
告
「
人
間
に
於
け
る
男
性
の
性
的
行

動
』
（
監
訳
、
一
九
五
○
年
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
『
医
学

と
哲
学
」
、
『
生
命
論
』
、
『
生
物
学
と
哲
学
と
の
境
』
、
『
人
生
論
』
な
ど

は
版
を
か
さ
ね
、
医
学
生
に
か
ぎ
ら
ず
読
書
人
に
愛
読
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
わ
た
し
も
母
（
旧
制
女
学
校
で
家
政
学
を
お
し
え
た
こ
と
が
あ
る
）

の
蔵
書
で
、
新
書
版
の
「
科
学
的
生
命
観
』
を
何
回
も
よ
ん
だ
。
永
井

は
ま
た
詩
人
で
あ
り
、
和
歌
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。

日
本
で
は
一
九
一
七
年
に
日
本
優
生
学
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
世
の

注
目
を
あ
び
ず
に
消
滅
し
た
と
い
う
。
一
九
二
九
年
（
三
○
年
か
）
阿
部

文
夫
が
国
際
優
生
学
会
よ
り
か
え
っ
て
優
生
学
会
設
立
を
提
唱
。
そ
の

夏
に
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
生
理
学
教
室
で
設
立
会
議
が
ひ
ら
か
れ
て

永
井
が
理
事
長
に
内
定
し
た
。
優
生
学
の
名
が
俗
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
会
名
と
し
て
は
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
」
と
な
っ
た
。
一
九

三
○
年
二
月
三
○
日
日
比
谷
公
園
市
政
講
堂
で
、
こ
の
発
会
式
が
あ

げ
ら
れ
た
。

そ
の
設
立
趣
意
書
は
「
今
や
新
マ
ル
サ
ス
主
義
サ
ン
ガ
ー
主
義
は
世

界
を
風
摩
し
、
諸
文
明
国
民
族
の
生
物
学
的
勢
力
を
絶
え
ず
蝕
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。
心
あ
る
民
族
衛
生
学
者
も
社
会
医
学
者
も
、
又
文
化
歴
史

家
も
、
社
会
政
策
家
も
、
声
を
そ
ろ
へ
て
国
民
素
質
の
将
来
の
た
め
に

悲
痛
な
る
警
戒
の
叫
び
を
挙
げ
て
ゐ
ま
す
。
我
日
本
も
つ
ひ
に
こ
の
世

界
的
風
潮
の
外
に
立
っ
事
が
出
来
ず
、
仏
・
英
・
独
な
ど
が
過
去
数
十

年
を
通
し
嘗
め
来
っ
た
苦
い
杯
を
、
今
嘗
め
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
而
も
思
想
に
於
け
る
唯
物
論
、
生
活
態
度
に
於
け
る
享
楽
主
義
、
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経
済
生
活
に
於
け
る
最
近
の
世
界
的
不
況
は
、
益
此
勢
を
煽
り
立
て
て

ゐ
ま
す
。
固
よ
り
正
し
い
産
児
調
節
そ
の
事
自
体
は
、
決
し
て
悪
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
併
し
な
が
ら
若
し
其
指
導
に
於
て
誤
っ
た
な
ら
ば
、
其

趨
く
と
こ
ろ
真
に
寒
心
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
頼
も
し
い
相
談
と
正
し
い

指
導
と
、
何
人
も
今
こ
れ
を
熱
望
し
て
居
ま
す
。
こ
の
要
求
の
下
に
生

れ
た
の
が
、
日
本
民
族
衛
生
学
会
で
す
」
と
か
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
日

本
人
の
体
質
遺
伝
の
根
本
的
調
査
、
そ
れ
ら
の
発
表
・
知
識
普
及
が
事

業
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
「
我
等
の
事
業
は
多
く
の
難
関
を
前
に
控
へ

て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
実
に
意
義
深
き
学
術
機
関
で
あ
り
、
又
日
本
民
族

の
百
年
の
大
計
を
立
つ
る
も
の
で
、
真
の
意
味
の
愛
国
的
事
業
と
い
ふ

こ
と
が
出
来
ま
せ
う
」
な
ど
と
む
す
ば
れ
て
い
る
。

一
九
三
一
年
三
月
二
三
日
に
機
関
誌
「
民
族
衛
生
」
が
創
刊
さ
れ
た
。

一
九
三
四
年
四
月
二
日
、
三
日
の
第
三
回
学
術
講
演
会
は
第
九
回
日
本

医
学
会
第
一
二
分
科
会
と
し
て
日
本
優
生
学
会
の
名
称
で
開
催
さ
れ
た

（
日
本
医
史
学
会
が
日
本
医
学
会
第
一
分
科
会
と
な
っ
た
の
と
、
お
な
じ
と
き

で
あ
る
）
。
一
九
三
五
年
七
月
一
○
日
に
財
団
組
織
の
日
本
民
族
衛
生
協

会
が
で
き
（
財
団
登
記
は
一
九
三
八
年
八
月
六
日
）
、
日
本
民
族
衛
生
学
会

は
そ
の
学
術
部
と
な
っ
た
。

永
井
は
『
民
族
衛
生
』
誌
の
第
六
巻
ま
で
に
八
回
の
巻
頭
言
を
か
き
、

そ
の
一
つ
で
は
「
よ
き
種
を
選
び
ノ
、
て
教
草
／
う
ゑ
ひ
ろ
め
な
む
野

に
や
ま
に
も
」
の
明
治
天
皇
御
製
を
ひ
い
て
い
る
。
第
一
巻
に
「
民
族

衛
生
学
の
使
命
」
を
二
回
か
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
未
完
の
ま
ま
で
あ

る
。
ゴ
ー
ル
ト
ン
、
メ
ン
デ
ル
、
ガ
ス
ネ
ー
の
伝
記
も
か
い
て
い
る
が
、

メ
ン
デ
ル
伝
は
第
六
巻
ま
で
に
九
回
か
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
未
完
に

お
わ
っ
て
い
る
。
第
三
巻
に
は
「
断
種
法
に
対
す
る
反
対
の
反
対
」
を

か
い
て
い
る
。
一
九
三
六
年
四
月
二
五
日
発
行
の
第
五
巻
第
一
・
二
号

の
巻
頭
言
で
は
、
民
族
百
年
の
長
計
を
熟
知
し
大
量
断
種
を
断
行
し
た

大
政
治
家
は
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
あ
る
の
み
、
と
し
て
、
「
ハ
イ
ル
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
」
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
第
五
巻
第
三
・
四
号
に
の
っ
て

い
る
「
民
族
衛
生
振
興
の
建
議
」
は
具
体
策
と
し
て
、
日
本
民
族
衛
生

研
究
機
関
の
設
立
、
断
種
法
の
制
定
、
結
婚
相
談
所
の
設
置
、
民
族
衛

生
的
思
想
の
普
及
徹
底
、
各
種
社
会
政
策
の
民
族
衛
生
的
統
制
、
を
あ

げ
て
い
る
。

同
誌
は
、
第
六
巻
ま
で
は
横
書
き
の
啓
蒙
的
学
術
雑
誌
だ
っ
た
が
、

第
七
巻
か
ら
は
横
書
き
の
純
学
術
雑
誌
に
な
っ
て
い
る
。
第
六
巻
ま
で

の
永
井
の
執
筆
は
前
記
の
ほ
か
に
二
、
三
の
ち
い
さ
い
も
の
だ
け
で
、

第
七
巻
以
降
に
は
か
れ
の
文
章
は
た
え
（
日
本
に
い
な
か
っ
た
）
、
死
亡
の

年
の
第
二
三
巻
第
二
号
に
巻
頭
言
を
か
い
た
。
初
期
の
『
民
族
衛
生
」

誌
で
み
る
と
、
断
種
問
題
に
つ
き
よ
く
し
ら
べ
、
よ
く
か
い
た
理
論
家

と
い
う
べ
き
は
、
医
学
者
で
は
吉
益
脩
夫
で
あ
っ
た
（
か
れ
に
つ
い
て
は
、

来
年
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
）
。

こ
の
ほ
か
に
永
井
は
、
い
く
つ
か
の
医
学
雑
誌
・
婦
人
雑
誌
・
総
合

雑
誌
な
ど
に
民
族
衛
生
に
関
す
る
論
文
を
か
い
て
い
て
、
婦
人
雑
誌
に

か
い
た
も
の
が
い
く
ら
か
お
お
い
・

永
井
は
一
九
一
六
年
に
発
足
し
た
保
健
衛
生
調
査
会
の
委
員
で
あ
っ

た
。
そ
の
第
三
回
（
一
九
一
六
年
七
月
一
三
日
）
の
記
録
に
「
永
井
委
員

ハ
「
ユ
ー
ゼ
ニ
ッ
ク
」
二
関
ス
ル
調
査
事
項
ヲ
設
ケ
タ
シ
ト
提
議
セ
リ
」

と
あ
る
。
公
的
機
関
で
優
生
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
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あ
ろ
う
。
そ
の
の
ち
の
記
録
に
、
一
九
二
六
年
二
月
執
筆
依
頼
の
永

井
委
員
の
優
生
学
の
話
は
未
完
だ
と
あ
る
。

永
井
の
民
族
衛
生
の
主
張
の
基
本
は
、
民
族
資
質
の
向
上
で
あ
り
、

バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
も
と
め
、
メ
ン
デ
ル
、
ゴ

ー
ル
ト
ン
を
ひ
き
、
畑
よ
り
ま
ず
種
と
主
張
す
る
。
一
九
三
六
年
の
読

売
新
聞
に
は
、
「
民
族
の
花
園
を
荒
す
雑
草
は
断
種
手
術
に
よ
っ
て
根
こ

そ
ぎ
刈
取
り
日
本
民
族
永
遠
の
繁
栄
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
な
ど
と
の

か
れ
の
談
話
が
の
っ
て
い
る
。
か
れ
の
論
文
は
、
メ
ン
デ
ル
の
仕
事
の

こ
ま
か
な
紹
介
に
お
お
く
の
部
分
を
さ
き
、
ま
た
明
治
天
皇
御
製
を
引

用
し
、
全
体
に
植
物
育
種
学
的
色
彩
が
つ
よ
い
。
人
間
の
病
気
に
つ
い

て
か
れ
が
の
べ
る
こ
と
は
す
ぐ
な
く
、
そ
の
内
容
も
か
な
り
ず
さ
ん
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
か
れ
が
生
理
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
か
ん
が
え
て

も
、
人
間
の
病
気
に
つ
い
て
か
れ
は
よ
わ
す
ぎ
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ

し
て
、
か
れ
の
論
文
は
迫
力
を
か
い
て
い
る
。

雄
山
閻
の
優
生
学
の
講
座
の
『
民
族
衛
生
学
概
論
』
も
下
巻
を
だ
し

て
お
ら
ず
、
前
記
の
未
完
論
文
と
も
あ
わ
せ
て
、
多
筆
の
人
で
あ
っ
た

永
井
と
し
て
は
意
外
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
断
種
法
案
に
は
、
対
象
を
遺
伝
病
に
限
定
し
な
い
も
の
と
、

遺
伝
病
に
限
定
し
た
も
の
と
が
あ
っ
た
。
日
本
民
族
衛
生
学
会
は
遺
伝

病
に
限
定
し
た
断
種
を
推
進
す
る
立
場
を
と
り
、
一
九
三
六
年
に
は
民

族
衛
生
学
会
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
政
府
案
が
準
備
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
き
た
。
永
井
は
日
本
民
族
衛
生
学
会
理
事
長
と
し
て
こ
の
過
程
に
お

お
き
く
関
与
し
て
い
た
が
、
「
民
族
衛
生
』
誌
上
に
は
こ
の
具
体
的
過
程

は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
の
ち
永
井
は
台
北
、
北
京
に
う
つ
っ
た

の
で
、
国
民
優
生
法
制
定
の
具
体
的
過
程
に
は
関
与
し
て
い
な
い
の
だ

づ
つ
シ
ヘ
ノ
Ｏ

こ
う
し
て
、
永
井
は
断
種
法
制
定
運
動
の
頂
点
に
た
つ
人
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
の
遺
伝
学
理
解
は
メ
ン
デ
ル
を
お
お
き
く
で
て
は
い
な
か
っ

た
よ
う
で
、
理
論
的
指
導
者
と
い
う
よ
り
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
で
あ
っ
た
と
み
え
る
。
戦
後
の
著
作
で
も
か
れ
の
基
本
的
考

え
方
は
か
わ
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
か
れ
は
性
の
問
題
を
は
や
く
か
ら

と
り
あ
げ
て
お
り
、
戦
後
は
主
と
し
て
ひ
ろ
い
性
問
題
に
と
り
く
ん
で

い
っ
た
。

（
平
成
十
二
年
一
月
例
会
）

江
戸
医
学
館
の
学
問
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
考
証
学
」

と
呼
ば
れ
る
文
献
の
正
確
な
把
握
を
重
視
す
る
学
風
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

医
学
館
の
学
問
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
考
証
学
の

系
譜
と
い
う
文
脈
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
学
的
系
譜

を
考
察
す
る
上
で
、
当
面
の
著
者
の
問
題
意
識
は
次
の
三
点
に
あ
る
。

●
清
朝
考
証
学
の
摂
取
の
問
題

●
寛
政
異
学
の
禁
が
与
え
た
影
響

●
古
学
派
・
古
方
派
お
よ
び
蘭
学
と
の
関
係

本
誌
に
収
載
さ
れ
た
拙
槁
三
報
「
医
学
館
の
学
問
形
成
（
一
）
三
）

医
学
館
の
学
問
の
形
成
に
つ
い
て

町
泉
寿
郎


